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前
回
の
那
加
地
区
寺
院
薄
の
発
行
に
続
い
て
、
今
回
は
各
務
原
市
の
南
部
地
区
と
、
鵜
沼
地
区
寺
院
の
完
 

成
し
た
も
の
を
ま
と
め
'

 
第
二
部
と
し
て
こ
こ
に
編
集
し
た
。

市
内
南
部
地
区
寺
院
の
寺
歴
調
査
に
つ
い
て
は
'

 
ま
だ
調
査
は
続
行
中
で
あ
る
が
、
先
の
第
一
部
資
料
に
も
 

述
べ
た
よ
う
に
寺
院
側
の
都
合
も
あ
り
、
予
定
は
し
て
い
て
も
、
ご
住
職
の
ほ
う
に
葬
儀
な
ど
急
な
行
事
が

発
生
し
て
予
定
の
中
断
を
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

そ
れ
に
南
部
地
区
に
は
無
住
職
の
寺
院
も
多
く
、
そ
う
し
た
寺
院
で
は
'

 
他
の
寺
院
か
ら
の
兼
任
で
維
持

さ
れ
て
い
て
調
査
に
は
長
い
時
間
も
か
か
っ
て
い
た
。
こ
の
南
部
地
区
に
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
平
成
元
年

八
月
二
十
六
日
•
我
々
歴
史
サ
—
ク
ル
が
訪
問
し
た
寺
院
が
、
「
西
入
坊
」
で
あ
っ
た
。

当
時
、
市
史
に
堪
能
な
小
林
義
徳
先
生
指
導
の
も
と
に
お
邪
魔
し
て
か
ら
、
す
で
に
十
年
近
い
年
月
が
過

ぎ
去
っ
て
い
る
•
そ
の
小
林
義
徳
氏
は
、
西
入
坊
か
ら
五
日
後
の
八
月
三
十
一
日
の
夜
、
少
年
が
ハ
ン
ド
ル

を
握
る
無
免
許
の
二
輪
暴
走
車
に
よ
っ
て
他
界
さ
れ
'

 
各
務
原
市
に
と
っ
て
も
、
我
々
歴
史
サ
ー
ク
ル
に
と

っ
て
も
、
歴
史
探
求
の
大
樹
を
失
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
•
し
か
し
、
当
初
の
目
的
で
あ
る
寺
史
編
さ
ん
と
い

う
目
標
を
挫
折
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
*

現
在
は
'

 
幸
い
各
務
原
市
で
古
文
と
歴
史
の
第
一
人
者
で
あ
る
「
足
立
秀
成
」
先
生
の
指
導
の
下
に
、
寺

史
の
資
料
収
集
を
続
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
•
な
お
、
こ
れ
ま
で
実
地
調
べ
で
得
た
資
料
の
ほ
か
、
寺
院
側

の
協
力
も
あ
っ
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
を
小
冊
に
し
た
が
、
本
来
は
市
内
全
寺
院
をI

冊
に
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
資
料
収
集
に
あ
た
っ
て
桃
春
院
ご
住
職
か
ら
は
、
何
度
も
資
料
に
つ
い
て
ご
協
力
し
て
頂
い
た
こ
と

を
感
謝
し
た
い
•
同
じ
よ
う
に
、
前
渡
不
動
の
関
係
者
か
ら
も
丁
寧
な
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す

鵜
沼
地
区
寺
院
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
の
片
山
さ
ん
よ
り
ほ
ぼ
完
璧
の
資
料
提
出
が
あ
り
、
「大

安
寺
」
「
空
安
寺
」
に
つ
い
て
は
、
梅
田
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
、
鵜
沼
地
区
寺
院
は
完
了
し
ま
し
た
。

残
る
は
蘇
原
地
区
•

各
務
地
区
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
努
力
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
秋

足
立
秀
成
’
指
導
。 
各
務
原
歴
史
サ
—
ク
ル

資
料
編
集
•

小
野
木
昌
紫
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草月野れ蓮、野影詣願の""た の法 
庵、の、如こ西をは寺参年上巡師 
跡そ六多忌う入図痛に詣四人行の 
へのかく供し坊画々蓮を月 はの時 
三六寺の養たにしし如怠' ' 途代 
宅かへ人法蓮伝たいをら蓮か次に 
^寺西た要如え物•訪な如 ね 'な 
に-■本ちを上らを予ねか山て 当つ 
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銅光物し•も寺てる如行創 し及八 
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て•安。と年文佛Wに念法を人 
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ょ
る}

ん
未
二
七
七
五
)
年
八
月

帥
2
|
「癖
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願
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蟲
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徳

實 當實院良超
性 陽性殿嶽源
院 院院従院院
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寛坪五 端本位泰覺
政内十 的然下應林
三徳回 圓自前正義
辛三忌 成覺駿運圓
亥郎之 居居州居居
年定節 士士 大士士

香 守
七建 泰
月立 岩
十 良
日 中

居
し 士
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S 大
S 守
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慶安文寛寶 
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二元十二十

寅寅亥戌巳 
金
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本八八八七七 
堂六五二九六 
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内年年年年年 
碑
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月二月月一 
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寂寂寂寂寂
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年年年年年年

六七八四五正 
月月月月月月

十十十
十十7ヽ- - 九
日日日日日日

開月領に知 
尚山従 '主あるこ 
、とっ更のた由の開 
法なてに坪りも寺聞 
系し壽宗内 'なはIII 
と、柏旨權古い古6j 
し領尼及之来。いm 
て主のび助よ然昔 
、の師寺へりし:浄緒

死さ の 取をま四 
去れ当努孫締取た五：
のて寺力作役り、一：
寅いはbはを仕文年開歴 
性る三惜藩し切政'基代 
院。井し財てる九森の と 
殿尚坪ま政藩なへ與森し 
五、内なの財ど一次孫て 
十本氏か立政し八右作 、
回堂のつてにて二衛は五開龍關坪僧号懇のなi 
忌裏菩た直もい六門 '世祖水山内にを願堂が土へ 
に手提。し大た'^か加• •祖恵權あ改し宇ら寺寺 
建に寺金やき。年ら納梅天淵玄之ため'が、と籍 
てはで龍'く安、本宿英章。。肋る、坪壊本祢調 
ら住あ寺行貢政加陣脇宜祖仙中を豫禅内れ州し査 
れ職つの財献七納株本端西寶略開州宗氏た厚て表 
たのた支政し年藩を陣•。全-基徳ののま見いよ 
、墓関援にてにか買で六二車東との臨援ま郡たり 
坪石係に活いならい町世世。陽し森濟助に加が'- 
内碑かつ躍るる傘受年..大英た景派にな納、

寂叔叔敕寂寂

領のらいし 
主ほかてた 
のか、も半 
功'領 '面 
徳開主そ' 
碑基坪ん当 
が森内な地 
残氏氏一の 
さのの面寺 
れ墓歴が庵 
て石代現の 
い '位れ創 
るそ牌て建 
•れがいに 
に十るも 
寛体°あ 
保ほ た 
二ど る 
年保な 
に管 ど

•とのけ寄誠龍榮朝 
'問た役道水宋。 
傘屋とを玄祖直中 
•をき勤理淵*■略 
切受、め。•梅. 
手け元るg三英盤 
へ賜のな£世宜哇 
手わ中ど5•端永 
形り村し金仙。琢 
の、姓たS寶誠。 
こ製か有:^全道中 
と品ら力=車玄略 
かを森者S。理■ 

:四•天江に、 
，戸改延• 
＞に姓享' 
I送を二
Iるしハ
i仕た一

世

光-1よつ町そ 
寺紫つて森の 
の雲てい孫創 
開山再る作建 
祖金興事氏年 
で龍ををの及 
あ寺し嘆産び 
る1-たき僧寺 
浄と。、、歴 
明呼而復壽の 
禅称し興柏詳 
師して再尼細 
をた延建がに 
勧•享の當つ 
請二志寺い 
し 乙をにて

' 丑も居は
當年つ住詳 
寺 のてすし
の 九' るく

寛
政
三
年
(
一
七
九



A rr$ /4 ^|r色仔繼蹲; 
一今、庚/I _ 
0師戌如イニI
抑開師法 
汲山之爲遂

mp,
練4壽襌t

?!|
1隻P 
ik^h 

fSIII 
於!!si
ィ|爲本花/ム:

細
l!i!

後のて そ 
に六い卜：の 
書Uる九與 
かに秋四ifii 
れ当七年の 
たる月に甲 
も°十該寅 
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並本開開宗住 
び
に尊基山派職
諸
仏

_渡東IJ 7

木曾川

パ，

歴

 
t
t
u
 
s
.

創
建
初
代
 
友
峯
和
尚
大
禅
師 
示
寂
年
不
詳
 

.

.
こ
の
間
の
空
白
年
は
不
詳
：
：

中
 
0

 
恵
海
禅
師
(

文
化
四
年
)
.
.
.
.
.
.
.

 
"

以
F
、
昭
和
三
年
現
在
地
に
移
転
に
よ
る

初
代

 
泰
庵
慈
春
尼
和
尚
禅
師
.
.
.
.
.
.
.

 
昭
和
六
年
三
月
十
二
日
 
•
示
寂

:

 
代 
恵
龍
慈
保
尼
和
尚
(

前
住
職
)

…

代 
松
鶴
慈
千
尼
和
尚
(

現
住
職
)

賢
道
宗
孝
和
尚
 
(

現
副
住
職
)

由

 
緒

'JiT
i-叶
は
.大
文
七
(

足
利
II晴
の
時
代
)
年
、
片
山
越
後
守
成
久
を
開
基
に
し
て
、
友
峯
大
和
尚
を
開
山
師
と
し
て
創
立
し
た
 

と
の
言
い
伝
え
あ
り
。
元
々
は
木
曽
川
の
中
州
に
位
置
し
て
い
た
土
地
の
た
め
'

 

寛
永
年
間
に
お
け
る
洪
水
の
た
め
に
寺
院
流
 

失
せ
り
と
伝
え
る
。

美
濃
史
に
よ
る
と
、
寛
永
年
間
中
に
お
け
る
木
曾
川
の
洪
水
被
害
の
主
な
も
の
は
三
度
記
録
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
出
て
く
 

る
の
は
、
寛
永
三
年
(
一
六
二
六
)
五
月
'

 
こ
の
時
は
前
度
村
で
破
堤
と
あ
り
詳
細
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
二
度
目
に
あ
る
 

記
録
は
、
寛
永
七
年
(
一
六
三
〇
 

)
八
月
に
、
木
曾
川
筋
の
洪
水
で
坪
内
領
内
り
堤
が
大
破
と
記
す
。
そ
し
て
三
度
目
も
同
じ
 

く
寛
永
十
八
年
(
一
六
四

I

 
)
十
二
月
に
、
前
度
地
内
に
大
き
な
破
堤
を
記
録
し
て
い
る
。

山
脇
地
内
の
松
本
寺
が
流
失
し
た
も
の
こ
の
い
ず
れ
か
の
洪
水
で
あ
る
。
同
じ
く
桃
林
寺
が
流
失
し
た
の
も
、
こ
の
い
ず
れ
 

か
の
洪
水
時
だ
つ
た
と
考
え
て
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。

洪
水
や
火
災
は
、
こ
れ
ま
で
寺
に
残
さ
れ
た
古
記
録
を
全
て
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う
。
桃
林
寺
に
寺
院
古
記
録
が
無
い
の
も
こ
 

う
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
い
。

洪
水
に
よ
る
水
害
の
被
害
は
、
当
時
と
し
て
は
頻
繁
に
起
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
よ
う
に
土
木
技
術
が
発
達
し
 

た
時
代
と
違
い
*
武
士
社
会
の
権
力
だ
け
で
は
何
の
対
応
も
出
来
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

桃
林
寺
は
、
恵
海
和
尚
の
時
代
に
中
興
と
な
り
、
文
化
四
(
一
八
〇
七
)
年
再
建
成
る
が
、
水
害
を
恐
れ
て
、
昭
和
三
年
に

¥
っ
て
現
在
の
地
に
移
転
し
て
い
る
。

尚
、
当
寺
に
は
江
戸
末
期
、
土
岐
武
平
司
を
父
と
し
て
安
八
郡
に
生
ま
れ
た
蓑
虫
山
人
(

本
名
，
土
岐
源
吾
)
の
描
い
た
襖

絵
が
数
点
残
さ
れ
て
い
る
。
蓑
虫
山
人
は
放
浪
の
画
家
で
、
明
治
初
年
頃
当
寺
に
奇
遇
し
、
こ
の
間
に
付
近
の
農
家
な
ど
も
含

め
て
^
く
の
絵
を
残
し
て
い
る
。
蓑
虫
の
由
来
は
、
山
人
本
人
が
絵
画
に
必
要
な
物
一
切
を
、
背
追
っ
て
歩
く
姿
が
「蓑
虫
」

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
：節
に
よ
る
と
'

 

本
人
自
身
が
「蓑
虫
」
と
祢
し
た
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。

彼
は
—
 

！:
4-の
と
き
思
う
こ
と
あ
っ
て
放
浪
の
旅
に
出
て
い
る
。
そ
の
後
長
崎
で
は
、
日
高
鉄
翁
に
南
画
•

文
人
画
の
手
ほ

桃
林
寺

各
務
原
市
前
渡
東
町
八
〇
三
七
八
 

■
愛
岐
大
橋
(

関
江
南
線
)
北
詰
め
交
差
点
東
へ
車
で
三
分
 

T
E
L
.
〇
五
八
三
(

八
六
)
九
二
五
〇

蟹
江
慈
千
尼
 

臨
済
宗
妙
心
寺
派

友
峯
和
尚
大
禅
師
(

天
文
七
年
創
建
)
「|

五
三
八
年
」 

片
山
越
後
守
成
久
 

聖
観
世
音
菩
薩
 

達
磨
大
師
。
弘
法
大
師
。
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i

ま

寺

 
宝

蓑
虫
山
人
の
残
し
た
襖
絵
数
点
他

縁

 

I

一
月
一
日
 

三
月
•

十
月
 

四
月

七
月
廿
五
日

(

年
中
行
事
)

午
前
零
時
よ
り
正
月
元
旦
祈
願
会
， 

各
一
回
当
山
祠
堂
会
。

休
日
を
選
び
、
花
ま
つ
り
会
。 

施
餓
鬼
会
(

龍
泉
寺
)

it!®®—®
 
(

現
在
地
に
転
居
以
前
の
住
職
に
つ
い

能1

 
(

前
渡
不
動
尊
)

各
務
原
市
前
渡
西
町
一
九
七
五
番
地
 

I

岐
阜
乗
り
合
い
バ
ス
前
渡
不
動
前
下
車
す
ぐ
 

T
 

H
L
.
 

〇
五
八
三
(

八
六
)
九
二
三
二

富
樫
優
王
 

真
言
宗
醍
醐
派

法
印
律
師
明
心
和
尚
(

矢
熊
山
に
不
動
明
王
を
勧
請
)

成
田
山
不
動
明
王
(

製
作
者
.

製
作
年
不
詳
)

豊
大
閣
祈
願
院
本
尊
阿
弥
陀
如
来
(

權
僧
正
成
賢
.
^
)

毘
沙
門
天
(
3
i
s

“
s
£
.
弘
坊
大
師
s
s
’̂
年S
)

ど
き
を
受
け
て
い
る
。
蓑
虫
山
人
は
自
由
を
好
み
、
旅
先
で
は
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
描
き
、
揮
毫
に
は
、
寒
山
拾
得
.

達
磨
•

日
 

の
出
の
松
•

七
福
人
•

大
黒
之
図
な
ど
の
水
墨
画
な
ど
も
数
多
く
残
し
て
い
る
•
彩
色
の
絵
の
具
は
、
チ
サ
の
実
，
桑
の
実
’ 

菜
の
花
，
玉
葱
の
皮
な
ど
植
物
顔
料
か
ら
採
取
し
た
も
の
を
使
用
し
た
た
め
に
、
色
彩
の
退
色
は
少
な
い
と
い
ぅ
。

蓑
虫
山
人
は
貧
に
甘
ん
じ
て
富
貴
を
望
ま
ず
、
自
由
に
生
き
た
庶
民
の
中
の
画
家
と
言
わ
れ
て
い
る
•
こ
の
各
務
原
の
前
度
 

の
地
に
、
放
浪
の
画
家
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
。

蓑
虫
山
人
は
日
本
全
国
を
放
浪
し
、
明
治
三
十
三
年
二
月
廿
日
、
奇
遇
先
の
名
古
屋
の
長
母
寺
で
'

 

六
十
五
年
の
一
生
を
終
 

え
て
い
る
•
墓
地
は
、
そ
の
長
母
寺
に
あ
る
•
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山岩中文 
本倉日書 
軍具記に 
八経’よ 
郎が永る 
k任井と 
のに文慶 
名着書応 
もいで武 
ふては年 
んい鳥十 
だて羽月 
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に そ見、 
出れの坪 
てに戦内 
く従が嘉 
るつ終兵 
•た止衛 
な三をへ 
お二告藤 
こ才げ原 
ののる昌

五四三二初 
代代代代代I

:法法法法/:t 
:印印印印 
現中権僧律 
住僧中都師輒 
職正僧了明 
•心正明心 
優行了和和 
王和英尚尚 
和尚和 
尚：尚

昭昭昭明 
和和和治 
六四三 
十十十十 
一四五一

九九九八 
八六四九 
六九0八

年年年年

三六七七 
月月月月

+十十 
—二七五 
日日日日

////// 胃 
化

時
、
三
井
の
領
主
’
坪
内
捨
太
郎
も
東
征
に
名
を
連
ね
て
い
る
.
】 
2
者.
8e

然
し
役
も
終
わ
っ
た
後
、

王
政
復
古
の
皴
寄
せ
は
武
士
が
権
勢
を
利
か
す
時
代
で
は
無
く
な
っ
て
い
た
。
帰
農
し
た
軍
八
 

郎
は
人
生
に
つ
い
て
悟
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
息
子
の
明
心
が
矢
熊
山
に
不
動
明
王
を
勘
請
し
た
こ
と
を
機
に
、
自
ら
も
仏
門
に
 

帰
依
し
て
元
の
姓
の
富
樫
を
名
乗
りr

宥
心
」
と
名
も
改
め
、
明
治
三
十
六
年
十
一
月
二
日
、
当
山
に
於
て
六
ニ
オ
で
寂
す
。 

当
山
上
に
は
、
第
十
一
代
富
樫
昌
寿
が
、
家
臣
の
宥
心
の
為
に
建
て
た
「法
師
宥
心
の
墓
」
碑
を
残
し
て
い
る
*

こ
の
碑
文
裏
面
に
は
、

.

.
富
樫
宥
心
は
前
渡
村
旧
領
主
坪
内
嘉
兵
衛
藤
原
昌
壽
の
臣
に
て
軍
八
郎
昌
盛
と
云
ぅ

維
新
の
際
昌
壽
に
従
い
岩
倉
公
東
征
に
供
奉
し
役
止
み
て
帰
農
し
憂
い
悲
し
 

明
心
矢
熊
山
に
不
動
明
王
勘
請
せ
し
よ
り
専
ら
佛
門
に
帰
依
し
て
宥
心
と
称
す
 

明
治
三
十
六
年
十
一
月
二
日
当
山
に
於
て
死
す
六
弐
才
I

「
世
を
捨
て
て
矢
熊
の
山
に
帝
花
を
友
」
…
：
註
.

帝花といぅのは、pgW

と
称
え
て
{

ハナ)
と昧んだものか'g

時
Beには無い•
た̂0

花
二
花
！
は有る•

十
一
代
坪
内
昌
壽
.
.

(

最
後
に
記
さ
れ
た
句
は
辞
世
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
昌
壽
が
供
養
で
書
い
た
句
か
-

…
？
)

こ
の
矢
熊
山
は
風
光
絶
佳
の
地
で
、
四
季
を
通
じ
て
の
眺
め
も
良
い
。
と
く
に
春
に
は
桜
の
眺
め
も
良
く
、
遠
足
な
ど
で
訪
 

れ
る
学
校
や
一
般
客
が
多
い
。

M

 
0
 
(

年
中
行
事
)

※
紫
燈
大
護
摩
供
法
要
修
行
(
一
月
一
日
)

 

※
人
形
供
養

 
(

三
月
三
日
)

 

※
盆
施
餓
鬼
法
要

 
(

七
月
十
日
)

 

(

毎
月
行
事
)

木
弘
法
大
師
命
日
法
要
 
(

毎
月
廿
一
日
)

 

木
水
子
永
代
供
養
法
要
 
(

毎
月
廿
四
日
)

※
節
分
会

 
(

二
月
三
日
)

※
当
山
大
祭

 
(

四
月
第
四
日
曜
日
)

 

※
冬
至
星
祭
り
供
養
修
行
(

十
二
月
廿
二
日
)

木
不
動
尊
命
日
法
要

(

毎
月
廿
八
日
)

そ

の

他

☆
本
堂
脇
「仁
王
像
由
来
」

当
山
三
世
の
了
英
和
尚
の
お
庫
裏
さ
ん
は
芥
見
(

現
岐
阜
市
)
の
出
身
で
あ
る
•
こ
の
人
の
実
弟
に
「古
田
光
運
」
と
い
 

う
人
が
居
た
。
こ
の
光
運
氏
は
子
供
の
頃
か
ら
佛
画
を
描
き
、
暇
が
あ
る
と
独
り
で
仏
像
を
彫
っ
て
い
た
*
佛
画
の
ほ
う
は
、 

小
学
校
の
低
学
年
の
頃
か
ら
腕
は
抜
群
で
あ
っ
た
が
、
全
て
独
学
で
身
に
つ
け
た
技
で
あ
っ
た

•

そ
の
低
学
年
の
時
に
描
い
た
水
墨
に
よ
る
佛
画
の
出
来
ば
え
に
、
校
長
は
驚
嘆
し
た
と
云
う
•
そ
し
て
卒
業
す
る
や
名
古
屋

当

^0|の
初
1
「
明
心
」
は
、
旗
本
で
当
地
の
第
十
一
代
の
領
主
「
坪
内
嘉
兵
衛
.
藤
原
昌
寿
」
の
家
臣
、
富
樫
(

とがし)
左
エ
 

P
と
称
す
る
者
の
子
孫
、
山
本
軍
八
郎
藤
原
の
盛
行
の
一
子
で
秀
之
助
と
申
す
者
で
あ
る
。

g
そ
)©秀
a

Efftt
七
才
の
時
'

 
眼
病
の
為
両
眼
を
失
明
し
'

 
成
田
山
に
参
籠
し
て
不
動
明
王
の
霊
験
に
よ
り
開
眼
す
る
•
そ
の
 

報
恩
の
乂
め
発
-|:'
自
ら
を
「
明
心
1_と
改
名
'
当
山
の
初
代
と
な
る
.
し
か
し
て
明
治
廿
三
年
(
|
八
九
0
)
十
一
月
十
一
 

日
下
總
の
国
(
千
葉
県
)
成
田
山
の
御
分
身
を
当
所
に
勘
請
し
て
諸
人
の
厄
除
け
を
祈
る
霊
場
と
す
る
。

P
そ

-.©後
明
治
廿
四
年
(|

八
九|

年
)
の
春
-
京
都
の
醍
醐
山
よ
り
、
土
御
門
天
皇
の
世
^
.
建
仁
三
®

亥
(
一
二
0
=
3

 

^
■

に
「権
憎
正
成
賢
和
尚
」
ご
創
建
に
よ
る
豊
臣
秀
吉
公
の
御
祈
願
所
「佛
眼
院
」
を
、

正
成
賢
が
自
ら
製
作
さ
れ
た
10 

本
尊
で
あ
っ
た
阿
弥
陀
如
来
と
共
に
‘
当
山
に
移
転
し
安
置
奉
っ
て
い
る
。 

'

 

?
£
豊
公
の
御
祈
願
所
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
'

 

成
賢
大
僧
正
が
醍
醐
寺
を
創
建
時
に
造
ら
れ
た
仏
像
で
あ
り
、
七
百
九
十
余
 

年
の
歳
月
を
経
て
い
る
尊
い
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。
(

申
請
す
れ
ば
当
然
国
宝
級
の
仏
像
で
あ
る
) 
-

 

.
'

Dffs
u
'
「成
田
不
動
’
佛
眼
院
」
と
し
て
真
言
宗
K
蝴
派
を
称
し
、
遠
く
か
ら
も
多
く
の
参
詣
者
を
招
き
'

 

霊
験
 

Tfcあ
a

l/ti
s

Hrif

目
者
の
開
眼
さ
れ
た
人
も
多
数
あ
り
'

 

諸
病
の
平
癒
さ
れ
た
人
も
多
い
•
よ
っ
て
開
運
厄
除
け
.

無
^

ftS
 

„

良
緑
幸

ttte
l-
-*内
安
全
.

家
門
繁
栄
.

交
通
安
全
等
の
守
護
佛
と
し
て
、
遠
近
老
若
男
女
の
参
詣
者
は
今
日
に
至
る
も
絶
 

え
る
こ
と
は
無
し



に
出
て
、
彫
刻
の
ほ
う
を
修
行
を
す
る
•
そ
し
て
戦
前
に
は
'

 
日
展
に
入
選
し
て
い
た
。

し
か
し
戦
時
体
制
を
強
い
た
日
本
に
、
芸
術
探
求
へ
の
道
は
至
難
と
な
り
、
せ
っ
か
く
の
夢
も
開
か
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
 

て
い
た
*
そ
ん
な
悶
々
の
□
を
送
る
な
か
で
、
光
運
氏
は
仁
王
像
を
彫
る
こ
と
を
決
意
す
る
*
関
係
者
の
言
を
聞
く
と
'

 
モ
デ
 

ル
は
本
巣
郡
北
方
町
に
あ
る
「
圓
鏡
寺
」
の
仁
王
像
だ
と
云
う
•

こ
の
圓
鏡
寺
に
つ
い
て
美
濃
史
は
「
池
鏡
補
陀
落
院
と
號
し
、
真
言
宗
古
刹
な
り
。
弘
仁
年
中
禁
闕
{

天
子
所
)
に
紫
雲
の
祥
 

瑞
有
り
け
れ
ば
、
弘
法
大
師
勅
命
を
奉
り
'

 
其
の
瑞
雲
の
本
原
を
尋
ね
て
此
の
地
に
来
た
り
、
自
ら
不
動
の
尊
像
を
刻
み
て
此
 

の
院
に
安
置
し
定
照
院
と
名
づ
く
.
.
」
と
記
し
て
い
る
。

光
運
氏
は
仁
王
像
を
刻
む
に
際
し
、
何
十
枚
も
の
ス
ケ
ッ
チ
を
書
い
て
、
自
分
の
納
得
で
き
る
も
の
を
探
求
し
続
け
る
*

 

そ
の
あ
と
、
小
さ
な
阿
呷
の
像
を
彫
り
、
こ
の
寺
院
に
二
年
間
止
宿
し
て
い
る
間
に
一
対
の
阿
杵
像
を
完
成
さ
せ
て
い
る
*

不
動
山
を
訪
れ
る
人
た
ち
も
'

 
本
堂
の
正
面
脇
に
、
枠
付
き
の
ガ
ラ
ス
ケ
—
ス
に
納
め
ら
れ
た
仁
王
像
に
気
付
く
人
は
、
殆
 

ど
い
な
い
。

構
想
が
進
ま
な
い
と
き
(7)光
運
氏
は
、
一
切
盤
を
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
•
し
か
し
構
想
が
充
実
し
た
時
に
は
一
気
に
璧
を
 

振
る
っ
て
い
た
と
、
近
親
者
は
語
っ
て
く
れ
た
•
寺
院
内
に
は
'

 
光
運
氏
の
手
が
け
た
仏
像
を
何
体
も
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
 

る
。
だ
が
、
戦
争
に
深
入
り
し
た
軍
部
は
、
例
え
宗
教
家
•
芸
術
家
で
あ
っ
て
も
容
赦
は
し
な
か
っ
た
•
廿
代
の
光
運
氏
に
招
 

集
令
状
が
届
い
た
の
は
、
戦
争
も
終
盤
を
迎
え
た
敗
戦
間
近
だ
っ
た
と
、
関
係
者
は
無
念
を
語
る
。

本
堂
の
奥
に
は
、
光
運
氏
が
手
掛
け
た
当
山
二
代
の
了
明
和
尚
の
尊
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
•
し
か
し
、
こ
の
尊
像
の
下
半
 

身
部
分
は
ま
だ
、
未
完
成
の
ま
ま
で
あ
る
•
太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
フ
ィ
リ
ッ
ビ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
光
運
氏
は
、
平
和
が
戻
っ
 

て
も
つ
い
に
日
本
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦
争
が
無
か
っ
た
な
ら
'

 
素
晴
ら
し
い
彫
刻
家
が
、
こ
の
町
か
ら
誕
生
し
て
い
 

た
筈
で
あ
っ
た
.
.
.
合
掌
。

☆
承
久
の
変
供
養
碑

御
家
人
と
御
鳥
羽
上
皇
を
中
心
と
す
る
公
家
勢
力
と
の
見
苦
し
い
権
力
争
い
が
、
多
く
の
人
間
を
犠
牲
に
し
た
史
実
が
甦
っ
 

て
く
る
。
鎌
倉
幕
府
の
成
立
に
よ
っ
て
打
撃
を
受
け
た
公
家
勢
力
は
、
政
権
の
奪
回
を
狙
っ
て
い
た
•
元
久
元
(|

二
〇
四
)

 

年
、
歌
道
’
蹴
鞠
に
耽
溺
す
る
文
人
将
軍
実
朝
は
'

 
京
都
か
ら
坊
門
前
大
納
言
信
清
の
娘
を
妻
に
迎
え
て
か
ら
は
、
実
朝
自
身
 

も
一
層
公
家
社
会
の
気
運
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
結
果
は
京
都
に
対
し
て
、
官
位
の
昇
進
を
望
む
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
事
情
を
、
執
権
政
治
の
確
率
を
期
待
す
る
北
条
義
時
に
と
っ
て
は
'

 
鎌
倉
武
士
が
将
軍
へ
の
信
頼
を
失
う
こ
と
に
 

な
る
と
確
信
期
待
し
て
い
た
。
前
年
の
暮
れ
に
右
大
臣
に
な
っ
た
実
朝
は
、
承
久
元
(|

二|

九
)
年
正
月
廿
七
日
右
大
臣
拝
 

賀
の
儀
式
を
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
で
終
え
て
出
た
処
で
、
兄
の
頼
家
の
遺
子
公
暁
に
暗
殺
さ
れ
る
•
裏
面
に
は
、
義
時
の
策
謀
が
あ
 

つ
た
と
囁
か
れ
て
い
る
。
武
家
政
治
を
目
論
む
義
時
に
と
っ
て
は
思
う
ツ
ボ
で
あ
っ
た
。
そ
の
公
暁
を
、
ポ
ロ
が
出
な
い
う
ち
 

に
殺
さ
せ
た
の
も
義
時
で
あ
る
。

こ
う
し
た
鎌
倉
方
の
内
紛
に
乗
じ
て
、
野
心
満
々
の
御
鳥
羽
上
皇
を
中
心
に
す
る
公
家
勢
力
は
、
幕
府
崩
壊
を
図
っ
て
、
北

条
義
時
追
討
の
院
宣
を
出
す
。
い
わ
ゆ
る
承
久
の
変
で
あ
る
。

承
久
三
(
一
ニ
ニ
ー
)
年
六
月
五
日
六
日
に
掛
け
て
木
曾
川
の
九
つ
の
瀬
で
、

戦
の
火
蓋
は
切
ら
れ
た
。

井
戸
(
可
児
町
)
’
鵜
沼
池
瀬
(
ィキガセで、S
辺り)
そ
し
て
魔
免
戸
(

前
渡
)
は
'

 
十
万
余
騎
の
北
条
泰
時
の
主
力
精
鋭
部
 

隊
が
彳
し
寄
せ
た
。
泰
時
は
義
時
の
子
で
あ
る
。
守
っ
て
い
た
の
は
京
方
の
藤
原
秀
康
•
三
浦
胤
義
.
大
内
惟
信
•
山
田
重
忠
 

ら
で
、
と
う
て
い
関
東
武
士
の
鋭
鋒
に
当
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
史
実
に
よ
る
と
'

 
大
半
は
戦
意
も
な
く
弱
接
し
の
軍
a, 

で
あ
っ
た
と
い
う
。

供
養
碑
は
、
こ
の
辺
り
に
あ
っ
た
墓
石
を
集
め
て
供
養
し
て
い
る
も
の
だ
が
、
当
時
の
夥
し
い
犠
牲
者
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
 

な
い
*
こ
の
承
久
の
変
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
正
法
寺
の
項
に
詳
し
く
述
べ
て
あ
っ
て
省
略
す
る
が
'

 
坎
走
し
た
京
都
軍
に
対
 

し
て
'

 
火
付
け
の
張
本
人
で
あ
る
御
鳥
羽
上
皇
は
変
の
後
、
義
時
の
詰
問
に
を
切
っ
た
。

「
こ
の
度
の
合
戦
の
儀
、
朕
の
あ
ず
か
り
知
る
処
に
あ
ら
ず
。
た
だ
'

 
謀
臣
の
計
ら
い
に
に
よ
り
不
慮
の
難
起
こ
れ
る

な
り
.
.
.
.
.

」
と
。
こ
う
い
っ
た
者
に
踊
ら
せ
ら
れ
て
忠
節
を
捧
げ
て
死
ん
だ
部
下
は
tiめ
で
浮
か
ば
れ
な
い
。

☆
人
柱
伝
説
の
供
養
碑

こ
の
不
動
山
下
に
、
約
四
百
年
前
の
悲
し
い
伝
説
を
伝
え
る
「
猿
尾
堤
」
が
あ
る
。

当
時
、
度
重
な
る
木
曾
川
の
洪
水
に
苦
し
ん
だ
加
納
城
主
が
、
洪
水
難
を
避
け
る
た
め
に
築
い
た
堤
に
、
数
人
の
幼
い
女
子
 

か
人
!ttと
な
っ
た
と
い
う
も
の
。
そ
の
幼
い
命
が
土
地
を
守
っ
た
と
の
伝
説
に
基
ず
い
て
'

 
不
動
山
の
山
内
に
、
霊
の
供
を
頤

R

T
観
音
像
か
立
て
ら
れ
て
い
る
•

 
(
5

代の加納城主̂
|
利氏、文
安
二
年
二
四
四
五
」£
城
*

以
後
*

畏
六
年
二
六
0
|

』̂

川̂

の§
.
奥̂
,
|

が十万石で
55'
十五年後に沒
. 

そ
の
併
($̂

永
れ
年
二
六
=

三
」に
没
後
^
2
西より大久保忠5
旁
石
で
入
郎
、充
永
土
ハ
年
二
六
|
|
|

九
』に很州明石へ転封-
代わっ
て
松
平
{

戸田
)

光̂

七万石で̂

-X山

上

の

富

 
宥

、

J

©
墓

 
く
、

 
一

一

1

 

I*

 
•

 
-
二

/"N

 

*

 rt

 rr-r

」

n

 
•
 I

 7

 wWi

 
:
一 

*

 I

 
-
 

:
 
く

十
代
で
戦
死
の
古
田
光
運
氏
遺
作
仁
王
像



歴
代
住
職
の
碑

%
,\v
:

兄

奴
法
印
申
僧
正
心
行̂
尚
從

X
 

•

 
承

久

の

変

に

お

け

る

戦

死

者

の

供

養

墓

.

.

.
か
っ
て
此
の
辺
りI

帯
に
散
在
し
て
い
た
も
の
を
移
し
た
：：



そ本開開宗住

他尊基創派職
諸
佛
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寂

医
王

各
務
原
市
前
渡
西町

：：

ー
ノ
ニ
七
二
番
地
 

一
岐
阜
乗
り
合
い
バ
ス
前
渡
西
町
下
車
西
南
へ
徒
歩
七
分
 

T
E
L•

〇
五
八
三
(

八
六
)
九
五
八
五

誓
王
山

S

S
(

井
上
博
抵
)

井
上
博
卿
 

曹
洞
宗

恵
心
和
尚
(

当
時
，
辻
堂
と
し
て
)

桃
春
院
(

加
納
城
主
の
弟
戸
田
甚
五
郎
の
息
女
)

薬
師
瑠
璃
光
如
来
(

慈
覺
大
師
彫
刻
，
金
泊
の
胎
臓
佛
あ
り
)

月
光
菩
薩
’
日
光
菩
薩
，
馬
頭
観
世
音
菩
薩
’
地
蔵
菩
薩
’
大
元
明
王
(
v
t
s
l
.
s
^
s
)

十
二
神
将

基

二
世
 

三
世
 

四
世
 

五
世
 

六
世
 

七
世
 

八
世
 

九
世
 

十
世
 

十
一
世
 

十
二
世
 

十
三
世
 

十
四
世
 

十
五
世
 

十
六
世
 

十
七
世
 

十
八
世
 

十
九
世
 

廿
世
 

廿一

世 

廿
二
世
 

廿
三
世
 

廿
四
世
 

廿
五
世
 

廿
六
世
 

廿
七
世
 

廿
八
世

代

住

職

桃
春
院
殿
華
瞼
芳
意
大
姉
 

天
雪
大
英
大
和
尚
 

籌
堂
海
仙
大
和
尚
 

開
田
大
義
大
和
尚
 

大
雄
秀
峰
大
和
尚
 

澄
洲
玉
潭
大
和
尚
 

棟
山
祖
梁
大
和
尚
 

大
雪
龍
道
大
和
尚
 

虚
白
環
中
大
和
尚
 

宗
教
倍
道
大
和
尚
 

祖
岳
俊
禅
大
和
尚
 

大
圓
心
鏡
大
和
尚
 

祖
山
嶺
洲
大
和
尚
 

環
中
道
契
大
和
尚
 

霊
源
大
亀
大
和
尚
 

大
活
俊
雄
大
和
尚
 

霊
玄
得
明
大
和
尚
 

実
翁
泉
宗
大
和
尚
 

魯
道
嶽
雄
大
和
尚
 

魯
堂
彰
山
大
和
尚
 

鉄
山
樹
英
大
和
尚
 

祖
鑑
碩
堂
大
和
尚
 

大
雄
哲
堂
大
和
尚
 

龍
泉
元
堂
大
和
尚
 

法
綸
諦
堂
大
和
尚
 

文
山
穆
堂
大
和
尚
(

中
興
)

 

守
言
観
法
大
和
尚
 

梅
應
禅
英
大
和
尚
 

大
安
洞
光
大
和
尚



…
…
昭
和
年
代
に
転
住
の
た
め
不
詳

昭
和
四
三
戌
申
(
一
九
六
八
)
年
十
二
月
十
九
日

 
〃 

昭
和
五
一
年
八
月
廿
九
日
ま
で
瑞
巌
寺
住
職
兼
務
^
^
^
^
S
S
S
り) 

…
…昭
和
五
一
年
(I

九
七
六
)
に
入
寺
。

廿
九
世
玄
機
恭
仁
大
和
尚

 
.

三
十
世
大
活
租
雄
大
和
尚

-
-
^
和
四
三
年
十
二
月
廿
日
よ
り
，

三I

世
大
道
博
卿
和
尚
(

現
住
職
)
.
.

：：

※
註
，
な
お
当
院
は
世
襲
制
で
は
な
い
。
示
寂
年
の
前
後
は
、
愛
知
■

静
岡
へ
多
く
の
転
住
が
あ
り
先
方
で
の
示
寂
•

寺

 
宝

木
西
国
三
十
三
番
順
禮
観
世
音
菩
薩
画
(

元
禄
七
1T*戌
年
作
)
二六九四)

*
十
六
善
神
画
「奥
邨
恭
法
奉
納
」
(

明
治
四
十
年
)
二九0

六)

木
歌
舞
伎
押
し
絵
額
「村
上
深
知
奉
納
」
(

明
治
辛
夷
：
)
明治四四年•
辛亥のことか.
.

？
(

明治年代に辛亥はこの̂
けである
.;;
?

「夷j

は有り得ない•

由

 
緒

当
医
王
院
は
、
そ
の
昔
、
藤
森
薬
師
と
祢
す
る
辻
堂
で
あ
っ
た
。

永
禄
七
'T1子
(
一
五
六
四
)
年
は
、
十
三
代
の
足
利
義
輝
が
将
軍
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
年
、
恵
心
和
尚
が
岐
阜
城
主
斎
藤
龍
 

興
の
重
臣
で
美
濃
三
人
衆
の
一
人
、
通
朝
(

龍
興
の
家
臣
で
あ
っ
た
が
織
田
信
長
に
味
方
し
、
稲
葉
城
を
落
城
さ
せ
る
)
が
守
 

護
佛
と
し
て
崇
拝
し
て
い
た
尊
佛
「薬
師
瑠
璃
光
如
来
」
を
通
朝
か
ら
拝
領
し
て
辻
堂
に
安
置
し
た
処
、
霊
験
著
し
く
村
民
に
 

帰
依
さ
れ
た
と
い
う
。
た
だ
岐
阜
城
が
信
長
に
攻
め
ら
れ
て
落
城
し
た
の
は
、
永
禄
十
年
(一

五
六
七
)
年
の
八
月
で
あ
る
か
 

ら
、
恵
心
和
尚
は
落
城
の
三
年
前
に
龍
興
の
家
臣
，
通
朝
{

み
ち
と
と
か
ら
拝
領
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ご
本
尊
、
延
暦
寺
の
第
三
世
座
主
で
、
平
安
期
の
天
台
宗
山
門
派
祖
の
圓
仁
(

慈
覺
大
師
)
の
作
だ
と
云
う
。

圓
仁
は
八
〇
八
年
(

大
同
三
年
)
比
叙
山
に
上
り
、
最
澄
に
つ
い
て
止
観
を
学
ぶ
。
そ
の
後
八
三
八
年
(

し
承
和
五
年
)
六
月
 

圓
行
，
常
暁
ら
と
共
に
、
遣
唐
使
「藤
原
常
嗣
」
に
従
っ
て
入
唐
。
福
建
省
の
開
元
寺
で
宗
叙
に
悉
營
を
字
び
、
全
雅
に
灌
頂
 

を
受
け
る
，
そ
の
後
五
大
山
の
霊
場
を
巡
り
、
都
の
長
安
に
止
住
六
年
の
あ
と
、
天
台
，
真
言
の
教
義
と
大
法
を
習
得
し
、
入
 

唐
以
来
九
年
後
に
帰
朝
し
て
い
る
。

こ
の
圓
仁
が
美
濃
の
地
を
訪
れ
た
の
は
、
嘉
祥
年
間
(

八
四
八
年
〜
八
五
一
年
)
と
云
わ
れ
て
い
る
•
も
し
ご
本
尊
の
「薬
 

師
瑠
璃
光
如
来
」
が
当
時
の
物
と
す
る
な
ら
、
九
百
数
十
年
の
年
月
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
云
う
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
の
圓
仁
の
著
述
に
は
、
「顕
揚
大
戒
論
」
「金
剛
異
浄
地
記
」
ほ
か
数
多
く
の
著
述
が
あ
り
、
□
本
の
歴
史
の
上
で
宗
教
 

的
に
も
名
を
残
し
た
天
台
宗
の
高
僭
で
あ
る
。

そ
の
慶
長
五H

子
(
一
六
〇
〇
)
年
は
当
院
に
飛
躍
の
年
と
な
る
。
こ
の
年
の
十
月
に
は
、
石
田
三
成
が
斬
首
さ
れ
て
関
が
 

原
の
戦
が
終
止
。
こ
の
年
'

 

時
の
地
頭
坪
内
嘉
兵
衛
が
帰
依
し
て
伽
藍
を
大
改
造
•
祈
願
所
と
し
、
「大
文
寺
」
と
銘
し
て
村
 

内
総
帰
依
の
寺
院
と
な
る
。

歳
が
移
つ
 

寺
歴
は
記
し
 

こ
の
年
、 

女
)
が
出
家
 

波
守
光
重
が
 

の
寛
永
十
六
 

わ
れ
る
*
そ 

の
国
(

静
岡
 

そ
し
て
、 

桃
春
院
」
と 

な
お
伝
え
 

と
力
出
来
ず
 

災
の
類
焼
に
 

建
さ
れ
た
も

て
元
祿
五
壬
申
(
一
六
九
二
)
年
に
は
、
駿
河
の
国
(

静
岡
県
)
の
全
久
院
十
七
世
「
天
雪
大
英
和
尚
」
開
山
と
 

て
い
る
。

信
州
松
本
藩
主
「戸
田
丹
波
守
康
長
」
の
城
代
家
老
、
野
々
山
氏
の
正
室
(

加
納
城
主
の
弟
'

 

戸
田
甚
五
郎
の
息
 

。
桃
春
院
と
号
し
て
薬
師
瑠
璃
光
如
来
を
信
仰
帰
依
、
当
寺
院
の
開
基
と
な
る
。
尚
'

 

最
初
に
戸
田
(

松
平
)
丹
 

、
播
州
明
石
よ
り
濃
州
加
納
(

一̂
)

の
地
へ
七
万
石
の
城
主
と
し
て
所
替
え
に
な
っ
た
の
は
、
徳
川
三
代
将
軍
家
光
 

巴
卯
(

一六三れ)
年
三
月
三
日
だ
と
史
実
は
伝
え
る
。
当
院
由
緒
の
戸
田
丹
波
守
は
、
こ
の
後
に
赴
任
し
た
も
の
と
思
 

の
後
享
保
十
四

P」

酉
(
一
七
二
九
)
年
に
な
り
、
当
院
は
大
文
寺
を
「大
文
山
桃
春
院
」
と
山
号
を
改
め
、
駿
河
 

)
の
全
久
院
の
末
寺
と
な
っ
て
い
る
。

約
五
十
年
後
の
安
永
六
丁
酉
(
一
七
七
七
)
年
に
な
る
と
、
山
号
の
大
文
山
を
医
王
山
と
改
め
、
以
後
「医
王
山
 

号
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

に
よ
る
と
、
文
化
十
一
 &

戌
(
一
八
一
四
)
年
に
は
、
こ
こ
の
本
尊
を
盗
も
う
と
し
た
盗
人
が
気
絶
し
て
動
く
こ
 

、
捕
ら
え
ら
れ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。
そ
し
て
、
明
治
三
十
四
辛
丑
(
一
九
〇一

)
年
三
月
廿
日
、
寺
院
は
火
 

あ
い
、
寺
伝
な
ど
は
焼
失
し
た
が
、
幸
い
本
尊
は
焼
失
を
免
れ
て
無
事
で
あ
っ
た
。
現
在
の
寺
院
は
、
そ
の
後
再
 

の
で
'

 

以
来
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

七
八
六
年
)

本
堂
前
に
建
つ
句
碑
に
は
、
俳
聖
芭
蕉
が
吉
野
山
か
ら
高
野
山
に
 

向
か
う
大
和
路
を
歩
い
て
い
て
詠
ん
だ
句
で
、

「
草
臥
{
<
5
れ
)

れ
て
宿
か
る
頃
や
藤
の
花
」

は
有
名
で
あ
る
。

句
碑
は
、
こ
の
辺
り
は
藤
の
花
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、 

領
主
の
坪
内
氏
が
書
い
た
も
の
。
句
の
隅
に
あ
る
「
菊
圃J

は
、 

領
主
の
雅
号
で
、
天
明六

！：

午

(
一
七
八
六
)
年
十
一
月
十
二
日
 

に
催
主
と
し
て
の
坪
内
菊
圃
の
銘
が
あ
る
。

毎
年
初
夏
期
に
な
る
と
'

 
寺
は
藤
の
花
も
綺
麗
に
咲
き
'

 
句
碑
 

の
あ
る
寺
と
し
て
も
近
隣
に
名
が
知
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
芭
蕉
の
句
碑
(
天
明
六
年



そ

の

他

の

諸

佛

☆
.
十
二
神
将
 
u
s
.
s
s
s
)

一
’
毘
迦
羅
{

ピケ1M

 
大
将
 

二
，
招
杜
羅U
•

ウ4
)

大
将
 

三
，
真
達
羅UAU)
大
将
 

四
’
摩
寅
羅
{
H
z

 
大
将
 

五
’
波
夷
羅
(

パ‘
)
大
将
 

六
，
因
陀
羅
フ
さ
ラ
)
大
将

十
’ 
珊
底
羅
{
r
H
3
大
将
 

， 
顔
爾
羅
(
K
5
)
大
将
 

,

 
安
底
羅
；
H
z
大
将
 

,

 
迷
企
羅
フ
i
ら)
大
将
 

一
，
伐
折
羅U?)

 
大
将
 

二
，
宮
毘
羅
{

ウビラ)
大
将

亥神
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：聖
観
世
音
菩
薩
(

漂
年
.
^
#
2
)

•
:

…
馬
頭
観
世
音
菩
薩
「
白
馬
像
」
{
3
!
2
.
^

年£
)
六
.

 

:

…
.

菩
提
達
磨
大
師
^
作1

 

.
g
f
s
s
)

…
：承
陽
大
師
^
S
.
S
年一fs)
 
☆
.

 

:

…
■弘
法
大
師
u
s
.
^
s
s
)

 
☆

.

…
：誕
生
佛
{
s
l

5£_
^
年不胖一

…
：庚
申
塔
「
文
化
元
年
建
立
」
U
S
S
M
I
八111)

.
•

…
秋
葉
大
権
現
「
安
永
五
年
建
立
」{SIS1
定
.

作
)
☆

 
•-…

性
器
神
「
文
化
九
年
建
立
」
{
S
芸S)
二
八111
)

三
十
三
観
世
音
菩
薩
「
一
番
〜
三
十
三
番
」
(
3
S
S
.3

S
S
S
)

 

.

.

地
蔵
菩
薩
「
乾
漆
像
」
u
s
.
s
t
s
)

:

大
権
修
利
菩
薩
U
S
S
年不眸)

:

常
済
大
師
{
s
r
s
年不一!)

.

.

拿
蛇
天
(
3
I
S
.
S

年不辟)

•

…
薬
師
三
尊
石
仏f

文
政
九
年
建
立
」
U
S
S
M
I
八二六)

…
火
防
観
世
音
菩
薩
(

青
銅
仏
)
「
平
成
六
年
建
立
」
(
s
i
s

不詳)

&

 m

 
(

年
中
行
事
)

※
新
春
大
般
若
会
•

兼
厄
払
い
大
般
若
会
(

二
月
の
第
二
日
曜
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の
瀬
(

大
井
戸
『可S
土田」.

内
田「8

沼j

 

.

池
瀬「Hj

 
.

摩
免
戸
「s
.
s
j
 
.

食
『岐
s:印*
•
稗
島
「岐
南
町
平
島
て
板
橋
「羽島市s
j
 .

墨
俣
「安八g
s
町」
.

市
河
前
「羽島市市之枝」の
渡
し
 

で
攻
防
の
火
蓋
を
切
っ
た
が
、
院
側
は
破
れ
た
。
し
か
し
首
謀
者
の
後
鳥
羽
上
皇
は
、
事
の
状
況
を
奏
上
す
る
た
め
に
御
所
の
 

四
辻
殿
へ
集
ま
っ
た
三
浦
判
官
胤
義
や
藤
原
秀
康
ら
敗
軍
の
将
に
対
し
て
、
固
く
門
を
閉
ざ
し
「我
れ
関
知
せ
ず
」
で
知
ら
ん
 

顔
。
彼
等
は
「か
か
る
君
に
誘
わ
れ
て
謀
反
に
組
し
た
不
覚
さ
よ
：
」
と
憤
激
し
、
さ
ら
ば
犬
死
せ
ん
よ
り
敵
に
向
か
っ
て
死
 

な
ん
と
宇
治
の
戦
い
で
死
ぬ
。
さ
れ
ど
、
こ
の
乱
に
つ
い
て
上
皇
は
、

「
こ
の
度
の
合
戦
の
儀
、
全
く
朕
の
あ
ず
か
り
知
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
た
だ
、
謀
臣
の
計
ら
い
に
よ
り
不
慮
の
難
起
こ
れ
 

る
な
り
：
」
と
釈
明
す
る
が
、
言
い
逃
れ
は
利
か
ず
、
首
謀
者
の
御
鳥
羽
上
皇
は
隠
岐
へ
、
順
徳
上
皇
は
佐
渡
に
'

 

土
御
門
上
 

皇
も
土
佐
に
配
流
さ
れ
て
決
着
を
み
た
。
こ
れ
ら
権
力
者
の
傲
慢
さ
に
よ
り
、
多
く
の
下
に
仕
え
た
人
の
命
が
失
わ
れ
た
の
は
 

史
実
の
通
り
で
あ
る
。

大
豆
渡
を
守
っ
て
い
た
三
浦
一
族
も
、
彼
等
大
馬
鹿
者
の
犠
牲
と
な
っ
た
•
そ
し
て
、
権
勢
を
欲
し
い
ま
ま
に
目
論
む
院
側
 

と
'

 
こ
わ
も
権
勢
欲
の
亡
者
と
な
っ
た
北
条
幕
府
側
と
に
別
れ
て
戦
い
、
自
ら
一
族
の
運
命
を
ば
ら
ば
ら
に
し
て
し
ま
っ
た
。

院
側
に
付
い
た
三
浦
胤
義
は
、
鎌
倉
御
家
人
中
の
最
有
力
者
、
三
浦
義
村
の
弟
で
あ
る
。
か
れ
は
兄
義
村
に
宛
て
て
、

「も
し
味
方
と
な
り
義
時
を
滅
ぼ
せ
ば
、
恩
賞
は
望
み
の
ま
ま
」
と
、
五
月
十
九
日
に
は
鎌
倉
の
義
村
に
使
い
を
出
し
、
書
 

状
を
渡
し
て
い
た
が
、
兄
の
義
村
は
、
そ
の
書
状
を
く
る
く
る
と
巻
い
て
、
義
時
の
許
へ
有
り
の
ま
ま
を
報
告
し
幕
府
へ
の
忠
 

誠
を
誓
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
戦
国
の
世
の
習
わ
し
だ
っ
た
*

こ
の
寺
に
集
め
ら
れ
た
南
北
朝
期
の
五
輪
塔
は
、
三
浦
大
輔
の
物
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
大
輔
は
東
軍
方
の
三
浦
義
村
 

の
こ
と
で
は
な
い
。

こ
の
乱
の
三
年
あ
と
、
北
条
義
時
は
六
十
ニ
オ
で
急
逝
。
そ
の
死
は
'

 

毒
殺
の
疑
い
が
持
た
れ
て
い
た
。
承
久
の
乱
の
京
都
 

方
首
謀
者
の
ひ
と
り
二
位
法
印
尊
長
は
、
厳
し
い
幕
府
の
探
索
の
目
を
遁
れ
て
い
た
が
、
密
告
す
る
者
が
あ
っ
て
幕
府
側
に
埔
 

ら
え
ら
れ
た
。
六
波
羅
探
題
へ
引
き
出
さ
れ
た
時
、

「早
く
首
を
切
れ
、
さ
も
な
く
ば
義
時
の
妻
が
、
義
時
に
飲
ま
せ
た
薬
で
俺
を
殺
せ
」
と
叫
ん
で
、
役
人
供
を
驚
か
せ
て
い
 

る
。
こ
の
こ
と
は
、
歌
人
藤
原
定
家
の
「名
月
記
」
に
、
そ
の
日
の
日
記
と
し
て
書
き
記
し
て
い
る
の
で
信
用
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
'

 

将
軍
職
は
息
子
の
泰
時
が
継
ぐ
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
た
•
し
か
し
義
時
の
後
妻
で
伊
賀
の
方
は
'

 

自
分
の
兄
の
 

光
宗
と
計
っ
て
後
妻
で
あ
る
自
分
の
子
政
村
に
執
権
を
継
が
せ
た
い
と
企
て
る
。
そ
こ
で
、
政
村
の
烏
帽
子
親
で
豪
族
の
三
浦
 

義
杓
を
抱
き
込
も
ぅ
と
計
っ
た
が
断
ら
れ
て
い
る
•
こ
ぅ
し
た
関
係
を
知
っ
て
い
る
北
条
政
子
は
憂
慮
し
て
、
深
夜
三
浦
邸
に
 

乗
り
込
み
、
泰
時
の
熱
功
を
説
き
、
執
権
職
に
つ
き
II村
の
真
意
を
確
か
め
た
。
尼
将
軍
の
威
信
は
発
揮
さ
れ
、
義
村
は
驚
tf



三釈□巌曹無 
十迦峰洞 
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観尼嶽堂一 
音佛へ•- 兼
菩千昭務 
薩ハ葉和 •
。木県二 
三造安年
界.房し
霊製郡瑞 
石作館巌 
地者野寺 
蔵'村第 
。製■十 
薬作源九 
師年慶世 
如不院•
来詳本玉 
石-寺山 
仏 ^蘇

並本開開宗住 
び
に尊基山派職 
諸 -
佛 勧

請

■■■■■■■■■■
現場見取 H

鵜沼三ツ池町輯沼川*

loiT （名飲（原tn 至5■沼方面

川崎重工

祐
成
」

堂
大
和
尚
の
こ
と
」

。
馬
頭
観
音
。

_

各
務
原
市
鵜
沼
三
ツ
池
町
二
の
二
四
 

■
名
鉄
電
車
三
柿
野
駅
下
車
徒
歩
十
分

国
道
二
一
号
沿
い
東
へ
六
百
米
•

関
江
南
線
交
差
点
西
北
角
 

:
無
住
：
「信
徒
代
表
」
野
入
•

由
良
•

加
藤
.

桜
井
.

水
口
氏
他
。

し
て
、
伊
賀
氏
か
ら
誘
わ
れ
た
こ
と
を
告
げ
、
加
担
す
る
意
思
の
無
い
こ
と
を
誓
つ
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
の
寺
に
集
め
ら
れ
た
供
養
塔
は
、
京
側
に
付
い
て
死
ん
だ
三
浦
の
一
族
で
、
東
軍
の
II村
で
は
有
り
得
な
い
。 

.

.

.

.

 
以
上
'

 

濃
尾
史
よ
り
。
.
.

こ
の
承
久
の
変
の
無
縁
墓
に
つ
い
て
は
、
激
戦
の
行
わ
れ
た
前
渡
の
不
動
山
に
も
収
集
墓
が
供
養
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
 

ご
く
一
部
で
あ
っ
て
、
戦
に
は
縁
の
な
い
農
民
な
ど
も
多
く
殺
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
下
層
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
全
て
 

闇
か
ら
闇
に
葬
ら
れ
、
史
実
は
明
か
し
て
は
い
な
い
。

(

そ
の
他
)

木
天
然
記
念
物
の
榧
。

寺
院
内
に
は
、
樹
齢
約
四
百
年
と
云
わ
れ
る
榧
^
や)
の
大
木
が
樹
高
二
十
二
米
の
姿
を
見
せ
る
•
こ
れ
は
天
然
記
念
物
に
 

も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
カ
ヤ
の
巨
木
は
、
県
下
で
も
最
大
級
と
云
わ
れ
て
い
る
。

木
葺
替
え
に
よ
り
保
存
の
本
堂
の
鬼
瓦

昭
和
六
十
一
年
に
建
て
ら
れ
た
記
念
瓦
の
由
緒
に
は
、

「文
政
十
二
年
(I

八
二
九
)
よ
り
百
六
十
余
年
「昭和六十l
s
^
j

の
間
、
風
雪
に
耐
え
た
瓦
の
一
部
、
鬼
瓦
を
此
処
に
 

設
置
し
て
永
久
保
存
と
す
る
。

当
山
」

昭
和
六
十
一
年
三
月
建
立

:
尚
'
省
略
し
た
文
中
のr
坊
守
」
は
奥
方
。
「
前
坊
守
」
は
祖
母
の
こ
と
。

萬

年

楽

寺
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兼十職巌 
任二 w寺 

月 十
w 九

世

'mMc

初代梅本住職の碑

•

大
正十二

！}!

亥

九
二
三
)

年
十
月

 
.
.

寂
 

.

.

.

 
寂
年
不
詳

.
昭
和
四
十
二
-T未
(
一
九
六
七
)
年
十
月
十
六
日
. 

•
•

詳
細
不
詳
……

(

長
野
県
伊
那
郡
•

常
光
寺
住
職
)

寺

宝

沿

 
革

長
楽
寺
の
本
寺
は
、
千
葉
県
安
房
郡
館
野
村
の
源
慶
院
で
あ
る
•
こ
の
地
に
源
慶
院
の
末
寺
と
し
て
創
立
さ
れ
た
の
は
、
文
 

禄
二
(
一
五
九
三
)
年
、
□
峰
存
嶽
和
尚
の
開
基
に
よ
る
も
の
だ
と
云
わ
れ
て
い
る•

 
S
S
S
不明文字)

そ
の
歴
史
を
持
つ
長
楽
寺
も
'

 

天
災
に
よ
っ
て
倒
壊
し
、
現
地
で
は
再
建
困
難
を
呈
し
、
廃
寺
の
運
命
に
あ
っ
た
•
し
か
し
 

幸
運
に
も
、
寺
院
建
立
を
切
望
し
て
い
た
鵜
沼
の
三
ッ
池
地
区
の
住
民
の
願
い
と
も
一
致
す
る
こ
と
に
な
り
、
長
楽
寺
を
救
う
 

結
果
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
十
二
(
一
九
二
三
)
年
十
二
月
、
千
葉
県
の
館
野
村
安
布
里
か
ら
、
岐
阜
県
の
鵜
沼
村
へ
長
楽
寺
の
移
転
許
可
願
い
を
 

提
出
•
大
正
十
三
(
一
九
二
四
)
年
十
二
月
二
十
六
日
に
至
り
、
千
葉
県
知
事
か
ら
長
楽
寺
移
転
の
認
可
が
出
る•

信
徒
の
願
い
は
、
こ
の
地
に
心
の
安
ら
ぎ
を
得
る
寺
院
を
建
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
•
た
ま
た
ま
'

 

移
転
の
叶
い
そ
う
な
寺
 

が
前
記
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
、
移
転
と
な
っ
た
。
長
楽
寺
は
、
昭
和
二
(
一
九
二
七
)
年
十
一
月
一
日
に
至
り
、
鵜
沼
村
 

三
ッ
池
の
地
に
移
転
建
立
の
完
成
を
み
た
。
(

法
的
に
は
許
可
手
続
き
等
も
あ
り
、
寺
籍
が
鵜
沼
に
移
っ
た
の
が
昭
和
三
年
)

 

こ
の
長
楽
寺
の
旧
跡
は
、
先
に
記
す
千
葉
県
で
、
そ
の
本
寺
源
慶
院
は
、
安
布
里
山
の
裾
に
あ
る
。

現
地
の
源
慶
院
に
、
長
楽
寺
に
関
す
る
付
記
が
刻
ま
れ
て
い
た
•
日
く
、

「
.
.
.
.

昭
和
三
年
末
寺
長
楽
寺
の
寺
籍
を
、
岐
阜
県
稲
葉
郡
鵜
沼
村
に
移
し
、
其
の
財
産
檀
徒
を
併
合
し
、
寺
門
隆
昌
の
基
礎
 

に
堅
む
。
よ
っ
て
之
を
付
記
す
：
：
昭
和
十
二
年
四
月
吉
祥
日
兼
住
中
興
：
：
」

移
転
の
大
き
な
理
由
は
、
大
正
十
二
(
一
九
二
三
)
年
九
月
一
日
、
関
東
大
震
災
で
本
寺
源
慶
院
と
、
末
寺
の
長
楽
寺
が
壊
 

減
し
た
た
め
、
両
寺
の
再
建
の
め
ど
が
立
た
ず
、
末
寺
長
楽
寺
の
財
産
と
檀
家
を
併
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
寺
源
慶
院
の
 

再
建
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
•
い
わ
ば
末
寺
を
切
り
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
寺
を
生
か
せ
た
と
云
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

こ
の
源
慶
院
は
古
い
歴
史
を
持
っ
た
寺
で
あ
る
•
現
地
の
長
楽
寺
跡
を
見
守
る
小
山
の
上
に
は
、
元
祖
の
天
真
禅
師
の
亀
墓
 

が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
基
盤
の
銘
文
に
は
、
禅
師
の
骨
を
三
つ
に
分
け
、
一
つ
を
延
命
寺
に
、
一
つ
を
光
厳
寺
に
、
他
の

一
つ
を
長
楽
寺
に
収
め
た
、
と
記
す
。
尚
'

 

長
楽
寺
の
本
寺
は
、
千
葉
県
安
房
郡
館
野
村
源
慶
院
か
ら
、
岐
阜
県
稲
葉
郡
那
加
 

村
の
瑞
巌
寺
に
本
寺
が
変
更
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
臨
時
の
兼
務
住
職
を
手
続
き
上
に
置
い
た
が
'

 

大
正
十
五
(
一
九
二
六
)
年 

十
二
月
廿
四
日
、
梅
本
良
秀
住
職
を
初
代
に
据
え
る
。
し
か
し
没
後
、
無
住
と
な
り
、
兼
務
に
長
野
県
伊
那
市
大
字
手
良
区
野
 

口
の
常
光
寺
住
職
、
岸
裕
成
を
据
え
て
現
在
に
至
る
。

0

木
毎
年
八
月
•

盆
大
施
餓
鬼
会
。

住

職

の

墓

石

碑
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い五秀尼童
へへ座尼 
一現元禅 
九住禅師 
こ職師

日
寂
年
不
詳寂

並本開開宗住 
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に尊基山派職
諸
仏

千壁臨伊 
手立済藤 
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堂
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:逸 :堂 :尼 :周堂尼 恵尼 よ供
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廿尼 七童 十 八門世 実 五
四座 年尼 八 年長’ 母 基
年元 -1三禅 年 十女尾 :也
四禅 行月師 六 一州

•■一

月師 年三 月 月丹 寂

廿 八十 廿 廿羽 年
三 十一 二 六郡 不

日 才日 日 日曾 詳
1- • • 野
寂 寂 寂村

にエ慈の が 
、で雲高して 
成従山憎か無 
さ五観、し住 
れ位音壁貞の 
た '禅立享古 
も上寺大年寺 
の野と和間と 
で村名尚へ化 
あのもが一し 
る杢改再六て 
•頭称興八い 
国さし四つ 
筍れ改Sた 
のた築一• 
作•さ六 
に現れ八 
な在る八 
るのに年 
■■本及九 
尚堂び月 
、は、ま 
庫 '堂で 
裏慶内°
の應に網 
改元は吉 
築年十の 
はへ一時 
、一面代 
昭八観^
和六音に 
三八菩至 
十一薩つ 
七にをて 
年東安'
十濃置大 
二のし安 
月名て寺

成田山貞照寺

成

貞
昭
叫
寺

各
務
原
市
鵜
沼
宝
積
寺
町
五
の
一
八
九
番
地

J
，
R
，
鵜
沼
駅
下
車
二
十
一
号
線
徒
歩
東
へ
二
〇
分
、
車

T
E
L
.
〇
五
八
三
(

八
四
)
〇
二
〇
二
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納開孟桜出初御 
め創蘭藤世不縁 
不記盆ま稲動日 
動念会っ荷° ° 
•祭•りま

。つ

焼 り 
浄 。

十十七四ニー毎 
二月月月月月月 
月第十ーニ廿一 
廿四五日の八日
八日日け日-
日 曜'^ ) の^十

五日 五
月'^ 日
五
日 十
- 八

日

貞奴縁起館

五四三二初 
代代代代代I

宮松竹竹滝I 
本田島島 B 
照照實實承1 
剛應童栄天

除貞秋釈春節写初g 
夜奴の尊の分経詣@ 
の忌彼降彼会会で
鐘•岸誕岸。• •

〇

(

年
中
行
事
)

(
一
月
)

(

毎
月
第
四
日
曜
)

 

(

二
月
)

(

三
月
)

(

四
月
八
日
)

(

九
月
)

(

十
二
月
七
日
)

 

(

十
二
月
三
十
一
日
)

住
職
就
任
年
代
そ
の
他
不
詳

寂
年
等
不
詳

(

現
住
職
)

木
貞
奴
縁
起
館
内
に
収
蔵
„

リ
万
国
博
覧
会
で
ス
ペ
イ
ン
の
ピ
カ
ソ
の
描
い
た
貞
奴
の
ス
ケ
ッ
チ
他
)

由

 
緒

当
山
は
、
女
優
の
祖
と
云
わ
れ
欧
米
で
も
、
「
マ
ダ
ム
貞
奴
」
と
謳
わ
れ
た
た
川
上
貞
奴
の
開
創
に
よ
る
も
の
で
あ
る
•
女
 

史
は
東
京
日
本
橋
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
よ
り
大
変
に
信
仰
心
が
深
く
'
殊
に
十
ニ
オ
の
折
り
に
は
、
母
親
の
病
気
が
危
篤
状
態
 

に
陥
っ
た
際
に
は
'

 

酷
寒
の
な
か
水
垢
離
の
行
に
励
み
'

 

成
田
山
不
動
尊
に
一
心
不
乱
母
親
の
病
気
平
癒
の
誓
願
を
こ
め
た
こ
 

と
。
そ
の
加
護
に
よ
り
、
危
篤
か
ら
病
気
を
本
復
さ
せ
た
と
云
ぅ
話
は
、
そ
の
伝
記
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

以
来
そ
の
生
涯
を
、
不
動
尊
の
信
仰
に
帰
依
し
た
。
な
お
自
ら
も
幾
多
の
障
害
を
乗
り
越
え
る
な
ど
、
感
應
霊
徳
を
得
た
と
 

伝
記
は
説
く
。

貞
奴
は
晩
年
ic至
っ
て
信
根
透
徹
、
一
大
善
願
を
起
こ
し
一
宇
建
立
の
浄
業
を
発
願
す
る
•
そ
の
聖
地
は
、
木
曾
の
清
流
の
 

ほ
と
り
、
鵜
沼
町
宝
積
寺
(

現
各
務
原
市
宝
積
寺
町
)
に
定
め
た
•
境
内
地
は
約
六
千
坪
、
そ
の
場
所
に
私
財
を
投
じ
て
本
堂
 

を
始
め
、
鐘
楼
堂
.

仁
王
門
.

御
手
水
舎
•

庫
裏
な
ど
を
、
千
葉
県
に
あ
る
成
田
山
新
勝
寺
の
諸
堂
に
摸
し
て
完
成
さ
せ
、 

こ
れ
を
「貞
照
寺
」
と
称
し
た
。
こ
の
落
慶
は
、
昭
和
八
(
一
九
三
三
)
年
十
月
廿
八
日
で
あ
っ
た
•
そ
の
落
慶
入
仏
法
要
儀
 

式
は
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

貞
照
寺
完
成
以
来
、
女
史
は
当
寺
に
於
て
仏
道
三
味
に
徹
し
、
尼
僧
の
如
き
日
'

々
を
過
ご
し
た
と
云
ぅ
•
し
か
し
、
昭
和
二
 

十
一
(
一
九
四
六
)
年
'

 

太
平
洋
戦
争
敗
戦
の
空
し
さ
の
中
で
、
享
年
七
十
六
才
で
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
る
•
か
っ
て
明
治
十
 

1

(
一
八
七
九
)
年
パ
リ
の
万
国
博
で
女
優
と
し
て
、
画
家
ピ
カ
ソ
の
目
を
引
き
つ
け
た
栄
光
の
夢
は
、
こ
の
木
曽
川
畔
に
眠

つ
て
い
る
。

貞
照
寺
は
、
彼
女
の
没
後
一
時
荒
廃
を
極
め
た
が
、
昭
和
三
十
五
(
一
九
六
〇
)
年
、
成
田
山
名
古
屋
別
院
が
管
理
す
る
こ
 

と
に
な
つ
て
修
復
さ
れ
た
•
そ
し
て
、
「成
田
山
貞
照
寺
」
と
し
て
再
建
運
営
の
運
び
と
な
り
今
日
に
至
つ
て
い
る
•

木
そ
の
他

な
お
当
寺
に
は
、
女
史
が
生
涯
の
な
か
で
成
田
山
不
動
尊
か
ら
授
か
っ
た
と
い
う
、
数
々
の
霊
験
記
の
彫
刻
が
、
本
堂
の
羽

目
板
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
露
台
玉
垣
に
は
、
建
立
時
に
芳
志
を
寄
せ
た
歌
舞
伎
.

新
派
の
俳
優
を
含
め
、
現
代
の
こ
ぅ
 

し
た
役
者
た
ち
も
縁
起
を
担
ぐ
意
味
で
名
を
連
ね
、
当
地
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
は
參
詣
す
る
人
も
多
い
。

本
堂
西
の
縁
起
館
(

博
物
館
)
に
は
、
本
人
に
関
係
の
貴
重
な
遺
品
な
ど
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
敷
地
東
部
 

の
境
内
の
一
角
に
、
当
人
の
廟
が
眠
る
。
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代

住

職

碑
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浄十：真1
は
、他
の1

派
i
い
共
間
葛
)

§
 
「
衣
装
塚
古
墳

衣
裳
塚
古
資

あ

各
務
原
市
歴
史
サ
ー
ク
ル
は
市
内
の
寺
院
や
史
跡
の
歴
 

I

回
市
内
各
地
を
回
っ
て
歴
史
の
見
聞
を
広
め
る
活
動
を
 

動
の
中
で
、
今
回
は
市
内
寺
院
の
南
部
地
区
と
鵜
沼
地
区
 

ら
れ
ま
し
た
。
大
変
貴
重
な
資
料
と
し
て
記
録
し
て
ゆ
く
 

で
あ
る
と
感
じ
、
歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
刊
行
す
る
 

市
内
各
地
の
寺
院
を
巡
る
調
査
に
は
大
変
な
ご
苦
労
が
 

お
り
ま
す
。
貴
重
な
お
話
や
エ
ピ
ソ
—
ド
な
ど
の
体
験
を
 

さ
れ
た
資
料
を
そ
の
ま
ま
印
刷
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
 

た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
各
務
原
市
歴
史
サ
ー
ク
ル
が
地
域
の
歴
史
 

の
集
積
に
努
め
ら
れ
、
活
発
な
活
動
を
さ
れ
ま
す
こ
と
を

史
探
求
を
目
的
に
発
足
さ
れ
、
毎
月
 

行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
ぅ
し
た
活
 

を
調
査
さ
れ
、
結
果
を
と
り
ま
と
め
 

こ
と
が
現
代
に
生
き
る
我
々
の
責
務
 

こ
と
に
成
り
ま
し
た
。

あ
り
、
多
く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
て
 

お
聞
き
し
、
歴
史
サ
—
ク
ル
で
編
集
 

る
と
判
断
し
、
原
文
の
ま
ま
刊
行
い

を
掘
り
起
こ
し
、
後
世
に
残
す
資
料
 

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館

館
長
 
小
川
和
正

s
s
.
§
f
s
l
£
n
c
a
a
.
s



力
力
み
が
は
ら

各
務
原
市
の
寺
院
(

そ
の

平
成
十
年
二
月
十
日

編
集
各
務
原
市
歴
史
サ
ー
ク
ル
 

発
行
各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館

董
，.
J
1
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